



































































































（備考） 1. 総務庁 r国努調査J により作成．










































は急激に増加しつつある。 「学校基本調査報告書一平成 6年度」によれば、昭和45 年の
女子在籍数は 1 7 、 5%で、平成 6 年になると 3 1 、 3%で過去最高になっている。この
結果は一つの要点だとわたしは思う。大学女子在籍数が上昇するとまちがいなく女子就職
率にまで影響が至るわけである。さて、その女子就職率を調べてみよう。国際労働経済統
計年鑑 1 9 8 3 年によると昭和 5 8 年の時に 1 5 歳以上の就職数は 2263万人であった
が、 1 0 年後、平成 3 年になると 2619万人に達する。その 9年の間には女性の就職数
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